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学
生
生
活

　

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
七
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
の

五
日
間
、
軽
井
沢
星
野
温
泉
で
第
一
回
中
央
大
学
学
内
セ
ミ
ナ
ー

（
中
大
セ
ミ
ナ
ー
）
が
、
学
生
五
一
人
（
女
子
一
四
人
）
と
教
職

員
（
講
師
・
助
言
者
）
一
六
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
夏
期

休
暇
を
利
用
し
、
学
生
と
教
職
員
が
起
居
を
と
も
に
し
学
生
生
活

に
関
す
る
諸
議
題
の
研
究
討
議
を
行
い
、
学
生
生
活
の
充
実
・
学

園
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、「
大
学
生
活
を
い
か
に
過
ご
す

か
」
を
主
題
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

教
授
の
講
義
（「
大
学
の
理
念
」
桑
木
文
学
部
教
授
・「
大
学
教

育
と
学
生
部
」
久
松
法
学
部
教
授
・「
学
生
の
社
会
的
責
任
」
小

松
法
学
部
教
授
・「
自
然
科
学
的
世
界
観
」
福
田
工
学
部
教
授
）

と
質
疑
応
答
、「
先
生
を
囲
む
会
」、
学
生
が
一
〇
人
ず
つ
の
分
団

に
分
か
れ
て
の
分
団
討
議
（
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、

親
睦
会
、
対
立
討
議
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
が
四
泊
五
日
間
の
主
た
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
催
し
は
、「
大
学
共
同
体
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
教
員
・

職
員
・
学
生
が
大
学
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
日
本

学
生
奉
仕
団
（
W 

U 

S
）
の
セ
ミ
ナ
ー
活
動
に
参
加
し
て
影
響

を
受
け
た
学
生
た
ち
が
提
案
し
、
同
年
五
月
に
学
生
部
中
心
に
結

成
さ
れ
た
中
央
大
学
セ
ミ
ナ
ー
準
備
委
員
会
に
よ
っ
て
計
画
が
進

め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

六
〇
年
安
保
問
題
で
社
会
が
騒
然
と
し
て
い
た
当
時
、
学
内
で

は
た
い
へ
ん
な
マ
ス
プ
ロ
教
育
で
多
数
の
学
生
が
教
室
に
入
り
き

れ
な
い
「
立
ち
ん
ぼ
授
業
」
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い
た
。
ち

な
み
に
、
五
八
年
度
か
ら
六
〇
年
度
の
本
学
に
は
総
定
員
数
の
約

二
・
四
倍
に
あ
た
る
約
三
万
三
千
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
「
教
員
と
学
生
あ
る
い
は
学
生
間
の
交

流
の
必
要
性
」
を
訴
え
る
声
が
大
き
く
な
り
、
学
生
部
の
協
力
に

よ
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
の
実
現
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
回
の
学
内
セ
ミ
ナ
ー
は
好
評
の
う
ち
に
終
わ
り
、
早
く
も

そ
の
年
の
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
第
二
回
セ
ミ
ナ
ー
が
伊
豆
片
瀬

町
清
美
荘
で
「
学
生
生
活
の
充
実
、
学
園
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

と
い
う
目
的
の
も
と
、
学
生
六
五
人
、
教
職
員
一
八
人
が
参
加
し

て
四
日
間
開
催
さ
れ
た
。

　

第
三
回
は
翌
六
〇
年
三
月
七
日
か
ら
「
学
生
と
教
養
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
銚
子
市
犬
吠
埼
の
暁
鶏
館
に
お
い
て
三
泊
四
日
で
実
施

さ
れ
た
（
学
生
五
八
人
、
教
職
員
一
四
人
参
加
）。
こ
れ
ら
の
セ

ミ
ナ
ー
は
お
お
む
ね
好
評
で
、
終
了
後
の
参
加
学
生
の
交
流
も
盛

ん
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

六
〇
年
三
月
の
評
議
員
会
で
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
と
し
た
学
生
関

係
費
が
大
幅
に
承
認
さ
れ
た
結
果
、
中
大
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

大
規
模
な
行
事
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
多
く
の
学
生
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
七
月
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
長
野
県
の
軽

井
沢
、
蓼
科
、

木
崎
湖
の
三
ヵ

所
で
計
一
六
回

に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
五
〇
人
を

定
員
と
し
て
三

泊
四
日
で
開
催

さ
れ
た
。「
学

生
生
活
を
い
か

に
過
ご
す
か
」
を
主
題
に
、
八
〇
人
の
教
職
員
の
協
力
の
も
と
約

七
〇
〇
人
の
学
生
が
参
加
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
大
セ
ミ
ナ
ー
は
夏
季
、
冬
季
、
春
季
と
恒
例
化

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
参
加
者
の
中
か
ら
学
園
の
諸
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
多
く
現
れ
て
く
る
。「
セ
ミ
ナ
ー
族
」

と
も
呼
ば
れ
た
彼
ら
の
活
動
は
、
上
級
生
が
新
入
生
の
案
内
役
と

な
る
S
・
C
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
学
生
相
談

員
）
活
動
や
青
年
像
建
設
運
動
な
ど
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

　

六
〇
年
十
一
月
の
『
中
央
大
学
新
聞
』
は
、
中
大
生
を
「
自
治

会
族
」「
ス
ポ
ー
ツ
族
」「
司
法
試
験
族
」「
セ
ミ
ナ
ー
族
」
に
分

類
し
て
い
る
。
同
紙
は
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
発
議
に
よ
り
こ
の

年
の
新
学
期
か
ら
S
・
C
制
度
が
発
足
し
、
一
ヵ
月
間
、
学
内
四
ヵ

所
で
常
時
「
S
・
C
」
の
腕
章
を
つ
け
た
相
談
員
が
新
入
生
の
相

談
に
応
じ
た
こ
と
や
、
六
一
年
十
一
月
に
駿
河
台
校
舎
中
庭
に
学

園
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
青
年
像
」
の

募
金
活
動
を
進
め
た
メ
ン
バ
ー
の
約
七
割
が
セ
ミ
ナ
ー
出
身
者
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
、「『
中
大
を
動
か
す
も
の
』
の
ひ

と
つ
に
自
治
会
族
と
は
対
象
（
照
）的
な
意
味
で
、
セ
ミ
ナ
ー
族
は
存

在
す
る
」
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
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「
中
大
セ
ミ
ナ
ー
」
の
は
じ
ま
り
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